
北畠顕家生誕 700 年記念
文化企画展

第 1 期　戊辰戦争と伊達地方

「
北き
た
ば
た
け
あ
き
い
え

畠
顕
家
」
と
い
う
人
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

彼
は
南
北
朝
時
代
の
武
将
で
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
す
。
今
年
は
北
畠
顕
家
の
生
誕

7
0
0
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
彼
の
生
涯
や
本
市
と
の
か
か
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

錦の御旗とは？
　天皇の旗のことで、錦

き ん き

旗ともいい
ます。朝敵を討伐する官軍の旗印と
して用いられました。戊辰戦争にお
いては鳥羽・伏見の戦の際、征討大
将軍 嘉

よしあきら

彰 親王に錦旗が与えられ、こ
れが戦闘の結末に大きな影響を与え
たといわれています。

なぜ霊山神社に錦の御旗が？
　戊辰戦争で明治天皇から岩倉具

と も み

視
に下

か し

賜された錦の御旗が、霊山神社
創建時に宝物として奉納されました。

『霊山神社宝物貴重品台帳』によれば
「明治十四年五月岩倉具視寄進」とあ

り、同じく岩倉具視の『錦御旗奉納文』
などが納められたことが記されてい
ます。

[ 場所 ]　伊達市保原歴史文化資料館
[ 期間 ]　4 月 7 日㊏～ 7 月 1 日㊐
　　　　（火曜日は休館）
[ 時間 ]　9 時 30 分～ 17 時
　　　　（最終入館 16 時 30 分）
[ 入館料 ]　大人  210 円
　　　　　 小中高生 100 円

※ 20㌻の「ふる里再発見」もご覧く
　ださい。

 

1318 年
（文保 2）

北畠親房の長男として生まれる

1333 年
（元弘 3）

陸奥守として奥州に下向

1335 年
（建武 2）

鎮守府将軍に任ぜられる
12 月、 足 利 尊 氏 討 伐 の た め、
軍勢を率いて奥州を出発

1336 年
（建武 3）

1 月、足利軍を破り入京
3 月、奥州に帰還

1337 年
（延元 2）

国府を多賀城から霊山城に移す
8 月、義良親王を奉じて霊山城
を出発。12 月、鎌倉を攻略

1338 年
（延元 3）

伊勢、大和、河内などで激戦を
繰り広げる
5 月、和泉石津で戦死

北畠顕家（1318 ～ 1338）
主な年譜

名峰・霊山（右）。顕家は山頂付近に「国司館」を設置し、国府を移し北
朝の勢力に対抗した。伊達家 7 代当主の行

ゆきとも

朝は、南朝側の武将として顕家
に従った。「霊山城跡」には土塁や明治時代に建てられた義良親王の石碑

（左）が残り、歴史に触れることができる。

霊
山
神
社
に
あ
る
顕
家
の
像

※写真は 2006 年に撮影したもの

錦の御旗（『霊山町史』より）
　　　霊山神社所蔵

 

第 1 期企画展の見どころ

企画展でぜひ実物をご覧ください

顕
家
、
奥
州
へ
向
か
う

　

1
3
3
3
年
（
元
弘
３
）、
後

醍
醐
天
皇
は
平
安
時
代
の
公
家
中

心
の
政
治
の
復
活
を
目
指
し
、
天

皇
に
よ
る
中
央
集
権
の
政
治
の
仕

組
み
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
建
武
の
新
政
」
で
す
。

　

1
3
3
3
年
の
暮
れ
、
当
時

16
歳
だ
っ
た
北
畠
顕
家
は
、
義の

り
よ
し良

親
王
（
後
の
後
村
上
天
皇
）
を
奉

じ
て
陸
奥
国
府
（
地
方
行
政
を
統

括
す
る
「
国
司
」
が
政
務
を
行
う

施
設
が
置
か
れ
た
都
市
）・
多
賀

城
に
下
リ
ま
し
た
。
顕
家
は
、
精

力
的
に
東
北
地
方
の
統
治
の
準
備

を
整
え
、1
3
3
4
年
（
建
武
元
）

に
は
、
奥
州
北
部
で
起
こ
っ
た
反

乱
を
鎮
圧
し
ま
す
。

動
乱
の
始
ま
り

　

1
3
3
5
年
（
建
武
２
）
7

月
、鎌
倉
で
反
乱
（
中
先
代
の
乱
）

が
起
こ
り
ま
す
。
8
月
、
足
利
尊

氏
は
後
醍
醐
天
皇
の
命
の
な
い
ま

ま
出
陣
し
、
反
乱
を
鎮
圧
。
尊
氏

は
そ
の
ま
ま
鎌
倉
を
本
拠
と
し
、

独
自
の
武
家
政
権
を
確
立
す
る
動

き
を
見
せ
、
反
後
醍
醐
天
皇
の
態

度
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
尊
氏
は

斯し

ば波
家い
え
な
が長
を
奥
州
管か
ん
れ
い領
に
任
じ
、

顕
家
の
動
き
を
け
ん
制
し
ま
す
。

顕
家
の
活
躍

　

顕
家
は
斯
波
家
長
と
対
峙
し
つ

つ
、
東
北
の
地
で
激
戦
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
1
3
3
5
年
12

月
、
顕
家
は
尊
氏
討
伐
の
た
め
に

軍
勢
を
率
い
て
奥
州
を
出
発
。
翌

年
1
月
に
は
、
尊
氏
が
手
中
に
収

め
て
間
も
な
い
京
都
の
奪
還
に
成

功
し
、
尊
氏
を
九
州
に
敗
走
さ
せ

ま
す
。
こ
の
時
、
顕
家
の
軍
勢
は

6
0
0
㌔
に
及
ぶ
長
距
離
を
わ
ず

か
半
月
ほ
ど
で
駆
け
抜
け
、
驚
異

的
な
速
さ
で
進
軍
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

南
北
朝
時
代
へ

　

九
州
で
再
起
を
図
る
尊
氏
は
、

４
月
に
東
上
を
始
め
、
再
び
京
都

に
入
り
、
11
月
頃
に
光
明
天
皇

（
北
朝
）
を
擁
立
。
京
都
を
逃
れ

た
後
醍
醐
天
皇
は
、
奈
良
の
吉

野
に
南
朝
を
開
き
ま
す
。
こ
う

し
て
、
2
人
の
天
皇
が
並
立
し
、

2
つ
の
朝
廷
が
存
在
す
る
「
南

北
朝
時
代
」
へ
突
入
し
て
い
く

の
で
す
。

顕
家
、
国
府
を
霊
山
に
移
す

　

多
賀
城
へ
帰
還
し
た
顕
家
を

待
っ
て
い
た
も
の
は
、
混
乱
し
た

奥
羽
の
情
勢
で
し
た
。
常ひ

た
ち陸

瓜う
り
づ
ら連

城
が
陥
落
し
、
足
利
勢
の
勢
力
が

多
賀
城
を
包
囲
す
る
形
成
と
な
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。

　

顕
家
は
こ
の
状
況
を
受
け
、

1
3
3
7
年
（
延
元
2
）
１
月
、

霊
山
に
国
府
を
移
し
ま
し
た
。
足

利
勢
が
霊
山
へ
の
包
囲
を
固
め
る

中
、
顕
家
の
も
と
に
京
都
奪
還
の

た
め
の
上
洛
（
京
都
に
入
る
こ
と
）

命
令
が
出
さ
れ
、
8
月
に
再
度
上

洛
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

顕
家
の
最
期
、
残
し
た
思
い

　

顕
家
軍
は
連
戦
し
な
が
ら
4
カ

月
か
け
、鎌
倉
へ
到
着
し
ま
し
た
。

1
3
3
8
年
（
延
元
3
）
１
月

駒止の松 （市の木「あかまつ」）

　顕家と共に霊山城にいた義良親王が村岡八幡
神社に戦勝祈願した際に、親王の馬を止めたと
される松。震災後に枯れてしまいましたが、こ
の松は樹齢約 400 年で、2 代目以降の松といわ
れています。先代の松も村人によって植樹され、
物語を今日まで伝承してきたと考えられます。

顕家の軌跡

濫觴武楽
（らんじょうぶがく）

　顕家が多賀城から霊山城に入城した際、武運長
久を祈願して「陵

りょうおう

王の舞」を山上の山王社に奉納
したことが起源とされています。
　市指定無形民俗文化財の一つに選ばれており、
毎年 4 月 29 日の霊山神社春季例大祭で奉納され
ています。

に
は
、
京
都
を
目
指
し
進
軍
。
足

利
軍
に
美
濃
（
青
野
原
の
戦
い
）

で
勝
利
し
、伊
勢
へ
と
軍
を
進
め
、

大
和
を
経
て
京
都
へ
向
か
お
う
と

し
ま
し
た
が
、
５
月
25
日
、
和
泉

石
津
（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
）
で

の
戦
で
討
ち
取
ら
れ
、
21
歳
の
若

さ
で
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

死
の
一
週
間
前
、
顕
家
は
後
醍

醐
天
皇
に
「
顕
家
諫か

ん
そ
う奏

文
」
と
呼

ば
れ
る
７
箇
条
の
奏
上
文
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
顕
家
は

朝
廷
の
中
央
集
権
を
改
め
る
べ
き

こ
と
と
し
、
地
方
を
統
治
す
る
必

要
性
や
、
疲
弊
し
た
民
衆
に
寄
り

添
い
、
3
年
間
、
税
を
免
除
す
る

こ
と
な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

奥
州
に
派
遣
さ
れ
、
地
方
の
現

実
を
直
視
し
た
顕
家
の
思
い
の
強

さ
が
う
か
が
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。　

つないできた歴史
地域の人々によって現代まで守り伝えられてきたもの

問 伊達市保原歴史文化資料館　
　 ☎ 575-1615

特  

集
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